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Ｑ－今の国会で成立した補正予算ってなあに。 

Ａ－年度途中で予算に不足が生じた場合や、災害発

生や経済情勢の変化などに対応するため緊急の支出が

必要になった場合に、当初の予算に追加・変更を加え

たものが補正予算です。２０２０年度は新型コロナウ

イルス感染症への緊急対策費として４月に２５・７兆

円（１次補正）、６月にも３１・９兆円（２次補正）

という大型の補正予算が編成され、感染防止や医療提

供体制の整備、雇用維持、企業活動の継続などの対策

が盛り込まれました。全国民に対する１０万円の給付

金や、布製マスク２枚の全世帯配布などは１次補正予

算に基づき実施されています。 

 

 Ｑ－深刻な懸案がない年でも補正予算が組まれてい

るようだけど。 

Ａ－この１０年くらいは毎年、経済対策のために補正予算が通常国会に提出され、翌年

度の当初予算と合わせて１５カ月予算（１月～３月＋翌年度４月～３月）が計上されてい

ます。当初予算に盛り込んだ場合は４月以降の事業を前倒しで始めることができ、速やか

に経済対策が打てるプラスの面がある一方、補正の場合は当初予算と比べて予算査定が甘

く、財政支出の膨張につながっているという批判もあります。 

 

 Ｑ－富山県の予算にもあるの。 

Ａ－県では新型コロナウイルス感染症対策などで１月までに一般会計で合計約１５２２

億円の補正予算が組まれました。２０年度当初予算が５７１２億円なので補正予算の規模

がかなりの大きさです。今月１０日には追加の補正予算案が県議会で審議されます。 

 

 新年度が始まって間もなく首長の選挙が行われる場合は、当初の予算を必要最小限と

し、新しい首長の政策を進める事業費を選挙後の補正予算に盛り込むのが通例です。２１

年度では富山市や氷見市が年度途中で規模の大きな補正予算を組むとみられます。 

 

（北陸経済研究所の倉嶋英二が解説しました。） 

補正予算って？ 
 

◆当初に追加・変更／感染・雇用対策で膨張 


